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乗鞍火山列におけるマグマの下部・上部地殻との反応

Magma interaction with lower and upper crustal rocks beneath the Norikura Volcanic

Chain, central Japan
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乗鞍火山列，後期新生代火山岩類のS r / N d同位体比から，玄武岩マグマは下部地殻，上部地殻とそれぞれ反応し
ながら上昇したことが明らかになった．玄武岩をが同化した下部地殻は高N d同位体比，低S r同位体比であったと
推定される．これに対して下部地殻と反応した玄武岩が分化した安山岩や流紋岩は，さらに上部地殻を同化たと
みられ，上部地殻の同位体比は低Nd，高Srであったと推定される．

乗鞍火山列，後期新生代の火山岩類は，玄武岩（例えば上野玄武岩類），安山岩（例えば野麦峠火山岩類や第四
紀火山岩類），デイサイトから流紋岩類（例えば飛騨火山岩類）がある．これらのNd, Sr同位体比は非常に広い組
成範囲を示す（87Sr/86Sr = 0.7042-0.7081, 143Nd/144Nd = 0.5124-0.5129)．初生的玄武岩のNd同位体比は一般的に
高いが，S r同位体比は広い組成範囲を示す．個々の噴火中心から得られた安山岩，デイサイト，流紋岩類は全体
として初生的玄武岩類とほとんど同じS r同位体の幅をもつが，個々にはゆるやかなS r同位体比の増加にともない
急激にN d同位体比が減少する．初生玄武岩と分化岩間の同位体変化の違いは，N d - S r同位体システマティクスにお
いて，独立したトレンドを示す．

地質圧力計から，初生玄武岩は下部地殻に定置し，分化岩は上部地殻に定置したことが推定される．両者の間
に見られる同位体比システマティクスの相違は，異なった地 殻物質の同化によるためと考えられる．初生玄武岩
は高S r同位体比・高N d同位体比をもつ下部地殻岩を同化し，分化岩はそれらの玄武岩マグマがさらに高S r，低N d
の上部地殻岩を同化したものと類推される．


